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渡辺会長 これより令和７年度第７回小金井市廃棄物減量等推進審議会

を開催する。 

保谷委員欠席。 

 

立崎減量推進係長 （配付資料確認） 

 

渡辺会長 （前回の会議録について確認） 

修正案について特に委員からの意見はないようなので、事務

局にて公開手続きに入る。 

 

  

事務局 （小金井市一般廃棄物処理基本計画について説明） 

 

林委員 陶磁器ではなく瀬戸物と表記しているのは理由があるのか。 

 

立崎減量推進係長 ごみリサイクルカレンダーの記載のとおりとしている。 

 

中村委員 資料編にワークショップの写真を掲載しているが、写ってい

る参加者への許諾はとっているのか。 

 

立崎減量推進係長 

 

イベント中に写真を撮らせていただき、その写真を市報やホ

ームページ、市公式ＳＮＳ等に掲載させていただく場合があ

ることについて、募集段階で承諾をいただいている。 

 

渡辺会長 資料編Ｐ５の線が消えている。 

 

立崎減量推進係長 修正する。 

 

長友委員 本編Ｐ７には、“せともの”とひらがなで記載があるが、漢字

かひらがなどちらかで統一したほうが良いのではないか。 

 

立崎減量推進係長 ひらがなに統一する。 

 

渡辺会長 資料編のＰ７１の表に書かれているご自身の名前の表記があ

っているかの確認をお願いしたい。 
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石原委員 基本理念をもう少し目立たせてほしい。 

 

今井ごみ対策課長 デザインについては策定支援受託者と相談の上、対応をす

る。 

 

岡山副会長 表紙にスローガンがあると良いのではないか。 

 

今井ごみ対策課長 掲載する予定である。 

 

  

事務局 （小金井市食品ロス削減推進計画等について説明） 

 

岡山副会長 資料編Ｐ３単身集合住宅「向け」に修正したほうがいいので

はないか。 

 

立崎減量推進係長 修正する。 

 

林委員 Ｐ１４の MS Office365 CoPilot に関する記載は必要なのか。 

 

溝入委員 現在の表記では、目標値そのものをＡＩによって設定したと

誤解されるものである。 

 

策定支援受託者 みかんのイラストのみが生成ＡＩによって作られた物であ

る。当社のガイドラインに則り記載した。一般廃棄物処理基

本計画のワークショップに関する内容についても同様の記載

をしている。 

 

今井ごみ対策課長 図中の枠外に記載することで対応させていただく。 

 

中村委員 一般廃棄物処理計画資料編Ｐ６８のカードに関しても同様の

内容がある。 

 

今井ごみ対策課長 計画策定支援受託者側のガイドラインに準拠する対応をして

いる。資料編については現行の記載で問題ないと認識してい

る。 
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井上委員 Ｐ１６図４－１の白抜き文字は視認性が悪いため、もう少し

背景を濃くできるとありがたい。 

 

今井ごみ対策課長 

 

視認性が良くなるよう修正する。 

 

渡辺会長 本編Ｐ７の円グラフは、回答数が分からないので適切ではな

いのではないか。 

 

今井ごみ対策課長 過去の審議の結果、このような表現になっている。回答数で

はなく、傾向を把握するために整理をしている。 

 

岡山副会長 すべての回答を合算した際に、全回答数のうちどのくらい

か、という傾向を見ることができているので問題ないと思

う。 

 

中村委員 複数回答ということで、一人の人が複数の要因で捨てたのだと

思うが、量的には違うと思う。要因として挙げられた件数と実

際に排出された量はリンクしないのに、リンクしているように

見せるのはミスリードではないのか。 

 

今井ごみ対策課長 

 

市民の方の行動動態を見ているだけである。 

岡山副会長 割合と回答数を併記することでいかがか。 

 

光明委員 Ｐ８図２－５同様、棒グラフとすべきでないか。 

 

石原委員 一般廃棄物処理基本計画の本編等にも掲載されているので、修

正するなら全て修正すべき。 

また、図中の文字サイズも極力大きくしていただけるとありが

たい。 

 

岡山副会長 一般廃棄物処理基本計画資料編Ｐ３６はアンケート結果をそ

のまま掲載している。認識ではなく、排出状況を確認する内容

である。 

 

今井ごみ対策課長 すべての図表のフォント大きさを揃えることは計画書の構成
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上、対応は難しい。 

 

岡山副会長 食品ロス削減推進計画Ｐ７、資料編Ｐ９、一般廃棄物処理基本

計画本編Ｐ３９、資料編Ｐ３６に同様のグラフが掲載されてい

る。 

 

今井ごみ対策課長 前回計画と同じ整理とするため、円グラフにしているという経

緯もある。 

 

岡山副会長 割合と合わせて回答者数（母数）を載せることは可能であると

思う。 

 

溝入委員 資料編と本編が異なる内容となるのは好ましくない。 

 

岡山副会長 

 

回答数を併記する対応をすることで問題ないのではないか。 

 

平川委員 捨てたことがないという回答をしているのはどのような方か。 

 

今井ごみ対策課長 回答者と直接話していないため実態は分かりかねる。 

 

光明委員 資料２ Ｐ４の表中に「陶磁器」という表記があるが、瀬戸物

ではなくてよいか。 

 

渡辺会長 棒グラフで示されているのが「瀬戸物」で整理されているが、

含まれている項目が異なるため、名称が異なることは問題ない

のではないか。 

 

今井ごみ対策課長 すべての資料において、複数回答で円グラフの形態で示してい

るものは、回答数を示すことで対応する。 

 

渡辺会長 食品ロスの表紙にもスローガンを掲載するほうが良いのでは

ないか。 

 

今井ごみ対策課長 検討する。 
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事務局 （小金井市災害廃棄物処理計画について説明） 

 

中村委員 Ｐ８表１－４は、市民からすると、普段のごみを出す場所に

ごみを出しておくことで回収してくれるかが気になるとこ

ろ。どの段階でどのエリアをいつ周知するのかを記載したほ

うが良いと考える。 

また、Ｐ３３ 戸別収集による片付けごみは、緊急仮置場の

片付けごみとしたほうが良いのではないか。 

 

渡辺会長 Ｐ３３（２）の戸別回収は緊急仮置場という認識でよいか。 

 

竹内清掃係長 その認識で問題ない。 

Ｐ１３で市民の皆様への周知への対応は記載している。 

 

中村委員 

 

Ｐ１３で地区集積所の設営・運営については記載があるが、

緊急仮置場の指定ということが読み取れない。市民からする

とごみをどこに出すべきか気になるところである。担当者が

変わっても認識が変わらないような表現になっておけばよい

と思う。 

 

今井ごみ対策課長 

 

緊急仮置場は戸別回収の場所そのもののため、行政が開設す

ることはない。あくまで行政が周知を行うことで整理してい

る。 

 

中村委員 

 

そこに片付けごみの回収車をまわすのであれば、どのエリア

を緊急仮置場として開設するかは記載が必要ではないか。 

 

今井ごみ対策課長 

 

発災から２４時間以内の初動対応の中で決め、その際に周知

をする整理をしている。 

 

中村委員 その記載はどこかにあるのか。 

 

渡辺会長 

 

Ｐ１３の図中に緊急仮置場の決定という位置付けの内容が含

まれている。 

 

岡山副会長 Ｐ１３のフロー図、発災から２４時間までの③に、廃棄物の
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処理方針決定があり、そちらに含まれると思う。 

 

中村委員 設置するものではないかもしれないが、市民目線では回収さ

れるエリアかどうかを知りたいと思う。 

 

今井ごみ対策課長 

 

Ｐ１３で、周知広報を行うと整理している。 

 

中村委員 

 

記載しているならば問題ない。 

 

今井ごみ対策課長 担当者が変わった際に認識が変わらないようにというご指摘

と理解する。Ｐ１３の表に整理をしているが、具体的な手順書

を行政内部で共有する必要があると考えているため、今後意識

して取り組んでいく。 

 

渡辺会長 Ｐ３１とＰ３３に★の記載に「緊急仮置場への」を追加する。 

 

  

事務局 （令和８年度小金井市一般廃棄物処理計画について報告） 

 

渡辺会長 P11 の修正された箇所について、処理が搬入されるように読み

取れる記載になっている。処理ではなく、「処理されていたもの

が」に修正が良いのでは。 

 

立崎減量推進係長 修正する。 

 

中村委員 Ｐ１１ ２行目「減少しました。」で区切るべきではないか。 

 

林委員 後の文章につながっているので、修正が不要ではないか。 

 

立崎減量推進係長 「減少しました。一方」に修正する。 

 

光明委員 

 

浅川清流環境組合可燃ごみ処理施設が稼働する前も搬入され

ていたのか。「再び」という文言があったため、本格稼働される

前から搬入されていたのかの確認である。 

 

林委員 基本計画Ｐ１１のグラフを見ると確認できる。 



7 
 

 

渡辺会長 この「再び」は、二枚橋衛生組合に可燃ごみが搬入されていた

時代を表しているので、「再び」は不要ではないか。 

 

今井ごみ対策課長 「再び」は削除する。 

 

橋爪委員 今後答申書を提出する予定か。 

 

今井ごみ対策課長 ３月１８日に正副会長が代表して、市長に答申書を提出する予

定である。 

 

中村委員 最終ページフロー図において、野川クリーンセンターに「小金

井市」を追加する必要があるのではないか。 

 

今井ごみ対策課長 基本計画にも関係する内容であるので、すべて「小金井市」を

追加する方向で修正を行う。 

 

渡辺会長 ４計画は答申予定である。本審議会をもって結審とさせていた

だくが、問題ないか。 

 

特に意義無しということで、表現等の細かい修正に関しては、

事務局、会長・副会長に任せていただき、会長において、市長

に答申する。 

 

  

 （各委員から挨拶） 

 

  

今井ごみ対策課長 来期の審議会委員の公募が来年度から始まる。来期もご尽力い

ただける方はごみ対策課までご連絡をお願いしたい。 

 

渡辺会長 これで令和７年度第 7回小金井市廃棄物減量等推進審議会を終

了する。 

 

 


